
 

１１．早期卒業について 

優秀な成績で所定の単位を取得した学生には、早期の大学院進学等のため、3 年次終了時点（3 月末）

で卒業を認め、学士号を取得できる早期卒業制度があります。 

 早期卒業を申請するためには、申請時に『①２年次終了時の累積 GPA が 3.0 以上であること、および、②

３年次演習を履修すること』が要件となります。この要件を満たさないと、早期卒業申請をすることはできませ

ん。 

 

（１）申請の手続 

2 年次修了後、3 年次の履修登録に先だち、「早期卒業申請書」を法学部窓口に提出してください。申請

が承認されると、3 年次での履修上限が解除され、3 年次修了までに卒業所要単位を取得できるようになりま

す。 

 

（２）早期卒業の要件 

以下に定める基準をすべて満たしている場合、早期卒業が認められます。 

①３年次終了時までに卒業所要単位（132 単位以上）を修得していること。 

②卒業所要単位（132 単位以上）のうち、９割以上がＡ評価以上であること。 

③入学時から３年次終了時までの通算した GPA が 3.0 以上であること。 

ただし、前項の「Ａ評価以上」には「Ｒ評価」、「（2018 年度までの）Ｓ評価」及び「Ｐ評価」は含めない。 

また、GPA の算出には教職・資格科目及び留学中に履修した科目の成績は含めない。 

 

（３）備考 

1. 「②卒業所要単位のうち、9割以上がA評価であること」について、法学部の場合、卒業所要単位132

単位×9 割≒118.8＝119 単位以上が A 評価で以上であることが必須となります。要件を満たすことが

できるかどうかを確認するために履修計画書も併せて提出してください。 

2. 上記要件を満たせなかった場合は、4 年次に通常通り「進級」となります。その際、4 単位の単位修得

が必須となります（進級に関する規程を参照してください）。 

 

優秀で意欲に溢れた多くのみなさんが、この制度を利用し、将来の目標のため、専門的研究などへのス

テップアップを早い段階ではじめる計画を立てられるよう期待します。 

 

※法律学科法曹コースの早期卒業要件は別途定めます。 

 
学生証番号の頭2桁が「17」以降の方

Ⅲ 科目 

 

１．ILAC（アイラック）科目 

１-1．ILAC科目100番台～300番台／０群～５群の履修について 

ＩＬＡＣ（アイラック）科目は半期（春学期・秋学期）ごとに授業を完結するセメスター制を採用してお

り、科目名の後に「Ⅰ/Ⅱ」、「Ａ/Ｂ/Ｃ/Ｄ・・・」と表記します。成績評価は半期ごとに出され、単位を修

得していきます。科目名称によって、以下のような特徴があります。履修計画の参考としてください。 

①「Ⅰ/Ⅱ」とは、連続履修することで、より理解が深まるとされる科目を示しています。Ⅱについては

Ⅰを履修していることが前提となっている科目もあるので、履修登録前に、必ずＷＥＢシラバスで

確認してください。特に外国語科目（必修および選択科目）は、原則としてⅠ/Ⅱを連続履修す

ることが前提とされていますので、注意が必要です。 

② 「Ａ/Ｂ/Ｃ/Ｄ・・・」とは、「Ⅰ/Ⅱ」のように履修の順次性を問わない科目を示しています。例えば、

「○○学Ａ」と「○○学Ｂ」では、「○○学Ｂ」は必ずしも「○○学Ａ」の履修を前提としていません。

「○○学Ａ」と「○○学Ｂ」とで、異なる分野の学習を通じて、相互の理解を深めることができます。 

③ リ ベ ラ ル ア ー ツ 科 目 は 、 科 目 名 の 後 に 「 L 」 が 付 き ま す （ 例 ： □ □ 学 L Ⅰ /L Ⅱ 、 △ △ 論

LA/LB/LC/LD・・・）。これは、基盤科目との違いを明示するものです。リベラルアーツ科目には、

基盤科目を履修していることが前提になっている科目もあります（例：倫理学 LⅠは、倫理学Ｉの

内容をさらに発展させて学ぶ）。履修登録前に、WEB シラバスで必ず確認し、計画的な学習を

心掛けてください。 

 

ＷＥＢシラバスでは、授業内容詳細を全て確認できます。履修前にＷＥＢシラバスを確認しましょう。 

 

   単位を修得した同名科目を再度履修することはできません。 

ただし、ⅠとⅡ、A と B、ＡとＬＡ等は異なる科目です。例えば、○○学Ａと○○学ＬＡであれば、どち

らも履修することができます。科目名称のルールを理解し、計画的に履修してください。 

   なお、以降の説明では、特別な場合を除き「Ⅰ」「Ⅱ」（または「Ⅲ」「Ⅳ」）等の記述を省きます。 

 

（１）ILAC 科目修得により目指すもの 

ILAC 科目は、人文科学・社会科学・自然科学・情報科学・外国語・保健体育・キャリアデザインなど

の各分野をバランスよく学ぶことによって、社会や世界で活躍するために必要な、幅広い知識や柔軟な

思考法、自主的に課題を発見しそれを解決する力や文章作成能力、他者との円滑なコミュニケーション

能力など、真の意味での「教養」を身につけるために開設されています。基礎力を養成する基盤科目か

ら、応用・発展的なリベラルアーツ科目、専門性の高い総合科目など、段階に応じて多様で体系的な学

修が可能となります。 
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